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（５） 技術の確保                     

ア 大量定年退職の中での技術継承 

千葉県の水道事業体及び水道用水供給事業体では、平成１５年度末現在、事務職

１,０５４人、技術職１,６６９人の計２,７２３人の職員で水道サービスを支えていま

す。このうち約２人に１人が５０歳以上の職員となっており、高齢化が進んでいる状

況にあります。 

特に技術職をみると、１,６６９人のうち約４６％の７７５人が５０歳以上となって

おり、これまで水道技術を支えたこれらの職員が近い将来大量退職を迎えることとな

り、技術の継承を図っていくことが重要な課題となっています。 

なお、県営水道等比較的古くから水道事業を実施している都市部の大規模・中規模水

道事業体においては、特に５０歳以上の技術職員の構成割合が高くなっていることから

高齢化に対する早急な対応が必要と言えます【グラフ－１２】。 

また、小規模な事業体においては、今後の技術継承に対する危機意識が強くなってい

ます。今後、専門的な経験を積んだ技術者の確保等の方策を検討していく必要がありま

す【グラフ－１３】。 
【グラフ－１２】 県内の水道事業体及び水道用水供給事業体の職員の年齢別職員数 

及び職種構成 

  県内の水道事業体及び用水供給事業体の職員の年齢別の職種構成を示しています。特に５０歳以上の

職員の割合が高くなっており、全職員の約２人に１人となっています。 
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２０３人（事務職６６人・技術職１３７人） 

３０８人（事務職１２０人・技術職１８８人） 

２２６人（事務職９３人・技術職１３３人） 

２６４人（事務職１１５人・技術職１４９人） 

４３３人（事務職１６９人・技術職２６４人） 

６６６人（事務職２５９人・技術職４０７人） 

４９２人（事務職１７９人・技術職３１３人） 

８８人（事務職２５人・技術職５５人）

＊出典：「事業体アンケート」結果より。 

５１人（事務職２８人・技術職２３人）
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【グラフ－１３】 今後の技術力の継承に対する認識 

「水道事業運営に当たり、現在の技術能力を今後（１０～１５年後）も継承してゆけると考えている

か。」との設問に対し、事業体アンケートに回答した全５５事業体のうち２０事業体で継承できないとの

回答でした。 
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＊出典：「事業体アンケート」結果より。 
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